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一般質問

問	

女
性
職
員
の
活
躍
推
進
に

関
す
る
市
の
特
定
事
業
主
行
動

計
画
の
中
で
「
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
に
関
す
る
状
況
を
把

握
し
、
改
善
す
べ
き
事
情
に
つ

い
て
、
分
析
を
行
っ
た
」
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
と
分

析
結
果
だ
っ
た
の
か
。

答	

総
務
部
長　
７
つ
の
項

目
に
て
分
析
。

①　

男
女
の
採
用
比
率
は
50
％
。

②　

若
い
保
育
職
の
自
己
都
合

退
職
が
大
き
く
影
響
。

③　

超
過
勤
務
時
間
が
11
月
か

ら
１
月
に
か
け
増
加
。

④　

50
代
職
員
の
内
、
４
人
に

１
人
が
女
性
だ
が
、
管
理
職
登

用
は
少
な
い
。

⑤　

課
長
補
佐
級
の
女
性
職
員

が
際
立
っ
て
少
な
い
。

⑥　

育
児
休
業
制
度
の
周
知
不

足
。

⑦　

男
性
職
員
へ
の
育
児
休
業

制
度
の
周
知
不
足
。

問	

働
く
女
性
の
意
識
改
革
が

必
要
の
中
、
数
値
目
標
は
ど
の

よ
う
に
決
め
た
か
。
ま
た
目
標

達
成
に
向

け
て
ど
の

よ
う
に
実

施
し
て
い

く
の
か
。

答	

総
務
部
長　
国
の
「
事

業
主
行
動
計
画
策
定
指
針
」
を

基
に
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い

る
。
管
理
職
候
補
と
な
る
女
性

職
員
の
育
成
と
登
用
の
推
進
な

ど
で
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い

く
。

問	

小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
で
、
初
め
て
女
性
の
会
長
が

誕
生
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
何

人
の
女
性
会
長
が
職
に
つ
い
た

か
。

答	

総
務
部
長　
18
年
か
ら

29
年
の
小
中
学
校
で
は
計
29
名
。

問	

自
治
会
に
お
け
る
区
長
の

男
女
別
状
況
は
。

答	

総
務
部
長　
25
年
か
ら

29
年
で
は
、
男
性
が
１
６
８
名
、

女
性
が
２
名
。

問	

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
女

性
の
意
欲
や
能
力
を
活
か
す
こ

と
は
、
と
て
も
有
利
な
こ
と
だ

が
、
眠
っ
て
い
る
人
材
確
保
の

た
め
に
も
「
女
性
活
躍
推
進

室
」
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

答	

総
務
部
長　
現
在
は
秘

書
企
画
課
で
対
応
し
て
い
る
。

「
女
性
活
躍
推
進
室
」
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

鈴木 みどり 議員
誠進会

問
答

「地域」の女性
活躍推進を

男女共同参画社会
の実現目指す

（備考）�１．総務省「労働力調査（基本集計）より作成。�
２．「労働力率」は、15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合。�
「男女共同参画白書」より

問 職員の女性活躍推進を
　  答 育成と登用を推進
女性の年齢階級別労働力率の推移

小中学校ＰＴＡ会長男女別状況

年度 男性 女性
18 ９ １
19 ８ ２
20 ６ ４
21 ６ ４
22 ７ ３
23 ９ １
24 ６ ４
25 ７ ４
26 10 １
27 10 １
28 ９ ２
29 ９ ２
合計 96 29

区長男女別状況
年度 男性 女性
25 34 ０
26 34 ０
27 34 ０
28 33 １
29 33 １
合計 168 ２

９
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

平
成
28
年
度
決
算

お
し
ら
せ

一
般
質
問

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧


